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町
民
の
皆
様
に
は
、
町
議
会
活
動
に
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。大

磯
町
が
、
昭
和
29
年
12
月
に
旧
大
磯
町
と

国
府
町
が
合
併
し
て
、
め
で
た
く
50
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

過
去
の
歩
み
を
見
て
み
ま
す
と
合
併
以
来
の
、

住
民
福
祉
の
増
進
、
産
業
の
振
興
、
都
市
基
盤

の
整
備
な
ど
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
先
人
の
輝

か
し
い
偉
業
と
、
先
輩
諸
賢
の
ご
尽
力
の
賜
物

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
21
世
紀
を
迎
え
現
在
の
社
会
は
、
低

迷
す
る
経
済
情
勢
を
は
じ
め
、
厳
し
い
財
政
状

況
、
少
子
高
齢
化
、
地
方
分
権
、
地
球
環
境
な

ど
、
課
題
を
前
に
大
き
な
変
革
の
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
農
林
漁
業
の
振
興

・
商
工
業
や
観
光
の
分
野
で
は
新
た
な
事
業
の

創
出
、
ま
た
教
育
環
境
や
少
子
高
齢
社
会
へ
の

対
応
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

町
議
会
で
は
、
９
月
定
例
会
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

に
よ
る
議
会
放
送
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
町

民
の
皆
様
と
の
連
携
を
密
に
し
、
美
し
い
自
然

と
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
家
庭

や
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
誇
り
の
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
さ
ら
に
努
力
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
合
併
50
周
年
を
祝
福
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
を
契
機
と
し
、
町
民
の
皆
様
と
共

に
大
磯
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
ま
ち
づ

く
り
に
励
み
飛
躍
の
時
代
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。今

後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
29
年
12
月
1
日
、
現
在
の
大
磯
町
が
誕

生
し
ま
し
た
。

○
駅
前
に
テ
レ
ビ
を
設
置

テ
レ
ビ
受
像
の
時
間
は
、
正
午
か
ら
午
後

1
時
ま
で
と
、
午
後
6
時
か
ら
10
時
ま
で（
昭

和
30
年
10
月
）

○
測
量
を
始
め
た
国
鉄
新
幹
線

い
わ
ゆ
る
弾
丸
列
車
の
計
画
は
、当
町
の
北

端
を
通
過
す
る
。（
昭
和
35
年
1
月
）

○
県
下
一
の
施
設
で
大
磯
小
の
給
食
始
ま
る

い
た
だ
き
ま
す
を
待
っ
て
い
る
、
大
磯
小

学
校
の
よ
い
子
た
ち（
昭
和
38
年
2
月
）

○
4
月
1
日
消
防
署
が
発
足

火
災
の
予
防
、早
期
通
報
に
ご
協
力
を（
昭

和
43
年
3
月
）

○
生
ま
れ
変
わ
る
大
磯
港

500
ト
ン
級
の
船
が
5
隻
同
時
に
接
岸
可
能

（
昭
和
48
年
2
月
）

○
増
え
続
け
る
ご
み
と
の
戦
い

１
日
平
均
26
・
4
ト
ン
5
年
間
で
1
・
6

倍
も（
昭
和
48
年
7
月
）

○
町
内
の
ど
こ
か
に
、
し
尿
処
理
場
を
造
ろ
う

（
昭
和
49
年
5
月
）

○
孤
独
な
老
人
等
を
介
護
す
る

ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
を
追
っ
て（
昭
和
50
年

8
月
）

○
国
府
支
所
を
建
設
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
（
昭
和
53
年
5
月
）

過
去
の
広
報
か
ら
目
に
付
い
た
も
の
を
、
い

く
つ
か
拾
い
出
し
て
み
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ

と
共
に
大
磯
町
も
そ
の
姿
を
変
え
て
き
ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
、
40
年
代
に
は
基
盤
整
備
、
各

施
設
の
建
設
等
が
急
速
に
進
み
、
町
の
骨
格
が

造
ら
れ
、
そ
れ
以
後
は
現
在
に
も
繋
が
る
ご
み

問
題
、
高
齢
者
福
祉
な
ど
の
様
々
な
課
題
が
見

え
て
き
ま
す
。

平
成
に
な
り
、
公
共
下
水
道
事
業
も
進
め
て

お
り
ま
す
。
運
動
公
園
は
完
成
し
ま
し
た
。

50
年
間
の
行
政
の
流
れ
を
見
て
い
き
ま
す
と
、

こ
の
大
磯
の
町
は
、
町
民
の
参
加
と
協
力
に
よ

り
創
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
尿
処
理
場
の
問
題
で
は
当
時
の
町
長
が
、

候
補
地
の
住
民
の
皆
様
に
受
け
入
れ
を
″
全
町

民
で
お
願
い
し
よ
う
と
広
報
で
訴
え
て
お
ら
れ

ま
す
。

町
の
大
き
な
課
題
に
対
し
て
は
、
全
町
民
で

考
え
て
い
た
だ
く
と
い
う
、
こ
の
大
磯
は
都
市

部
で
は
考
え
ら
れ
な
い
政
治
の
形
を
と
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

合
併
50
周
年
の
今
、
町
民
の
皆
様
と
共
に
新

し
い
大
磯
町
を
創
る
と
い
う
基
本
を
確
認
し
、

ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

″
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大
磯
町
と
国
府
町
が
合
併
し
昭

和
29
年
12
月
1
日
に
新
大
磯
町
が

発
足
し
て
か
ら
半
世
紀
、
50
年
が

ま
た
た
く
ま
に
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

旧
大
磯
町
の
廃
町
式
は
30
日
午

後
1
時
か
ら
大
磯
幼
稚
園
で
行
わ

れ
、
新
大
磯
町
の
開
町
式
は
12
月

1
日
午
前
10
時
か
ら
大
磯
中
学
校

講
堂
で
行
わ
れ
た
。

曾
根
田
大
磯
町
長
は
立
候
補
の

た
め
退
職
し
、
後
藤
国
府
町
長
は

新
大
磯
町
の
町
長
職
務
代
理
と
し

て
残
っ
た
。

新
大
磯
町
の
初
議
会
が
12
月
1

日
午
後
1
時
30
分
か
ら
開
か
れ
、

議
長
副
議
長
が
選
出
さ
れ
、
総
務
、

厚
生
、
観
光
、
土
木
、
教
育
、
経

済
の
六
つ
の
常
任
委
員
会
が
構
成

さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
議
員
は
旧

大
磯
町
24
名
、
旧
国
府
町
20
名
、

計
44
名
で
あ
っ
た
が
翌
年
5
月
13

日
の
議
会
で
、
議
員
定
数
を
22
名

と
し
、
旧
大
磯
地
区
15
名
、
旧
国

府
地
区
7
名
。
任
期
が
11
月
30
日

ま
で
あ
る
の
を
6
月
中
に
全
員
辞

表
を
提
出
す
る
こ
と
を
と
り
き
め

た
。
な
お
新
大
磯
町
長
は
29
年
12

月
16
日
に
無
投
票
で
曾
根
田
と
決

定
し
た
。

新
大
磯
町
の
議
員
と
教
育
委
員

選
挙
の
た
め
、
大
磯
町
選
挙
管
理

委
員
会
は
、
大
磯
町
広
報
号
外
で

大
磯
町
議
会
議
員
選
挙
区

第
一
選
挙
区
、
定
員
15
名

第
二
選
挙
区
、
定
員
7
名

大
磯
町
教
育
委
員
会
委
員

定
員
4
名

と
し
、
候
補
者
氏
名
、
年
令
、
新

前
別
を
掲
げ
、
全
戸
に
配
布
し
た
。

こ
の
こ
ろ
教
育
委
員
は
公
選
で
、

27
年
10
月
に
選
挙
が
行
わ
れ
当
選

し
た
4
名
と
議
会
選
出
委
員
の
5

名
で
教
育
委
員
会
を
構
成
し
て
い

た
。新

町
発
足
前
後
の
こ
と
で
思
い

出
に
残
る
の
は
「
大
磯
カ
ー
ニ
バ

ル
」で
、財
源
の
な
い
時
代
に
町
費

を
使
わ
ず
、
東
京
横
浜
に
あ
る
企

業
を
ス
ポ
ン
サ
ー
に
し
て
、
大
磯

町
の
観
光
宣
伝
を
し
よ
う
と
し
た

事
業
で
あ
っ
た
か
ら
、
全
町
民
が

知
恵
と
油
汗
を
し
ぼ
っ
た
。
昭
和

29
年
7
月
31
日
か
ら
8
月
2
日
ま

で
の
第
1
回
か
ら
、
35
年
の
7
回

ま
で
続
け
ら
れ
た
が
こ
の
か
ん
、

作
家
獅
子
文
六
、
画
家
安
田
靫
彦
、

国
務
大
臣
太
田
正
孝
、
芸
術
院
長

高
橋
誠
一
郎
、
前
国
連
大
使
沢
田

廉
三
、
作
家
福
田
恒
存
、
芸
大
教

授
吉
田
五
十
八
、
作
家
大
岡
昇
平
、

松
竹
大
船
撮
影
所
奈
良
真
養
、
洋

舞
家
青
山
圭
男
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
サ

ン
ダ
ー
ス
ホ
ー
ム
沢
田
美
喜
、
写

真
家
浜
谷
浩
、
女
優
小
山
明
子
、

声
楽
家
佐
藤
美
子
、
作
家
菊
池
重

三
郎
ら
が
順
次
審
査
員
と
な
り
、

仮
装
行
列
や
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
、

撮
影
コ
ン
ク
ー
ル
を
審
査
し
、
若

山
彰
、
織
井
茂
子
、
フ
ラ
ン
ク
永

井
ら
が
熱
唱
し
た
。
こ
の
見
物
人

は
10
万
人
に
も
達
し
、
こ
の
た
め

交
通
渋
滞
が
増
大
し
、
遂
に
中
止

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
28
年
に
国
府
町
に
建
て
ら

れ
た
大
磯
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
は
、
翌

年
大
磯
町
と
の
合
併
で
大
磯
ホ
テ

ル
と
な
り
、
32
年
に
各
種
の
プ
ー

ル
が
造
ら
れ
た
。
37
年
に
39
年
開

催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ヨ
ッ

ト
の
選
手
村
に
決
定
さ
れ
、
ホ
テ

ル
の
増
改
築
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
、
39
年
9
月
15
日
か
ら
10
月

27
日
ま
で
開
村
し
、
ノ
ー
ル
ウ
ェ

ー
皇
太
子
を
は
じ
め
43
カ
国
285
名

の
選
手
役
員
を
泊
め
、
10
月
15
日

に
は
大
磯
町
主
催

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
450
名
を
集
め
て

盛
大
に
行
わ
れ
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
た
め
遅
れ

て
い
た
合
併
10
周

年
記
念
式
が
大
磯

ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
別

館
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
。
こ
の
と

き
吉
田
茂
と
安
田

靫
彦
が
大
磯
町
名
誉
町
民
に
推
載

さ
れ
、
出
席
し
た
吉
田
は
「
大
磯

町
名
誉
町
民
の
称
号
を
喜
ん
で
お

受
け
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
参
列

者
の
盛
大
な
拍
手
を
受
け
た
。

合
併
20
周
年
記
念
式
は
50
年
5

月
8
日
、
こ
の
ホ
テ
ル
で
挙
行
さ

れ
た
。
こ
の
と
き
名
誉
町
民
に
推

載
さ
れ
た
の
は
故
島
崎
藤
村
と
91

歳
の
高
橋
誠
一
郎
で
、
私
は
高
橋

を
迎
え
に
王
城
山
荘
を
訪
れ
た
が
、

ま
だ
眠
っ
て
い
た
の
に
あ
わ
て
た
。

20
周
年
に
は
町
の
木
と
し
て
「
黒

松
」と「
さ
ざ
ん
か
」
が
選
ば
れ
た
。

な
お
、
54
年
6
月
カ
ー
タ
ー
大
統

領
が
大
平
首
相
と
旧
吉
田
茂
邸
で

会
談
し
た
と
き
、
大
統
領
は
ロ
ン

グ
ビ
ー
チ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
利
用

し
た
。
豊
田
町
長
は
川
瀬
竹
春
造

の「
青
地
金
欄
手
芦
雁
図
」の
鉢
を

贈
っ
た
。
カ
ー
タ
ー
が
喜
ん
だ「
小

鉢
」の
話
は
当
日
日
本
全
土
に
放
映

さ
れ
た
。
―
過
ぎ
去
っ
た
50
年
の

思
い
出
の
ひ
と
こ
ま
で
あ
る
―
。

（
元
大
磯
町
郷
土
資
料
館
館
長
）

▲合併10周年を伝える広報（昭和40年6月発行）

▲カーター大統領が訪町

▲大磯カーニバルの様子
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１９７６（昭和５１） 
 
１９７７（昭和５２） 
１９７８（昭和５３） 
 
１９７９（昭和５４） 
 
 
 
 
１９８０（昭和５５） 
 
 
 
 
 
１９８１（昭和５６） 
 
１９８２（昭和５７） 
 
 
 
１９８３（昭和５８） 
 
１９８４（昭和５９） 
 
 
 
１９８５（昭和６０） 
 
 
１９８６（昭和６１） 
 
１９８７（昭和６２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
１９８８（昭和６３） 
 
 
 
 
 
 
 
１９８９（平成元） 
 
 
 

１９９０（平成 ２ ） 
 
 
 
１９９２（平成 ４ ） 
 
 
１９９３（平成 ５ ） 
１９９４（平成 ６ ） 
１９９５（平成 ７ ） 
 
 
 
 
 
１９９６（平成 ８ ） 
 
１９９７（平成 ９ ） 
 
 
 
 
 
 
１９９８（平成１０） 
 
 
１９９９（平成１１） 
 
２０００（平成１２） 
 
２００１（平成１３） 
２００２（平成１４） 
 
 
 
 
２００３（平成１５） 
 
 
 
 
 
 
 
２００４（平成１６） 

県下NHK音楽コンクールで大磯小学校合唱団
最優秀賞（９月） 
裡道に児童館完成（６月）  
町環境美化センターさざんか園操業開始（５月）
国府支所新庁舎完成（１２月） 
長者町老人憩の家完成（４月）  
町立図書館国府分館の開館（４月）  
虫窪に老人福祉センター完成（５月）  
旧吉田邸で日米首脳会談（大平首相・カーター
大統領）開催（６月）  
国府中学校移転新築校舎の完成（３月）  
エリザベス・サンダースホームの創設者澤田美
喜が名誉町民に（５月）  
西久保福祉館完成（６月）  
町の人口３万人越える（７月） 
石神台公民館完成（１１月） 
西小磯東老人憩の家完成（５月）  
駅前自転車駐車場完成（１２月） 
米国ラシン市と第２の国際姉妹都市提携（２月） 
寺坂老人憩の家完成（３月）  
役場東側に保健センター完成（６月）  
第４代町長に高島健二就任（１２月）  
馬場に老人憩の家完成（４月）  
現在位置に図書館新築完成（８月）  
神明町にふれあい会館完成（３月）  
大磯海水浴場開設１００年記念式典（６月） 
町の鳥にかもめを制定（１２月） 
合併３０周年記念式典（１２月） 
現在位置に町立国府保育園の開園（４月）  
町議会で全国初の女性議長誕生（７月）  
大磯・二宮トンネル開通（１２月） 
東町福祉館完成、東小磯防災館完成（３月）  
大磯小学校にオープンスペース校舎完成（４月） 
北下町福祉館完成（３月）  
鴫立庵復元改築落 
成（３月）  
 
 
 
 
 
町役場に平和宣言記念碑建立（４月）  
第１回なぎさの祭 
典開催（７月） 
 
 
 
 
 
郷土資料館開館（１０月） 
狭隘（あい）道路等拡幅整備事業の実施（１月） 
町制施行１００周年の記念式典、駅前広場に記念
モニュメント建立（５月） 
町役場土曜閉庁実施（６月） 

旧三井別邸跡地に県立城山公園開園（３月） 
虫窪にごみ処理施設完成（４月）  
東町から公共下水道整備に着手（９月）  
第５代町長に石井宣和就任（１２月）  
国府新宿福祉館完成（３月） 
西小磯防災館完成（３月） 
国府小学校にオープンスペース校舎完成（４月）
新し尿処理施設の稼動（３月） 
茶屋町に福祉センターさざれ石完成（１０月）  
照ヶ崎プール新装 
オープン（６月） 
 
 
 
 
国府支所に西部地区防災施設完成（７月） 
旧島崎藤村邸を一般公開（１１月） 
町道幹１６号線城山 
トンネルが開通 
（３月） 
 
 
 
ダイオキシン対策、ごみの分別収集開始（６月）  
町の花にはまひるがおを制定（２月）  
かながわ・ゆめ国体（ゴルフ・綱引）開催（９～１０月）
第６代町長に片野一雄就任（１２月）  
虫窪に岩田記念室内競技場完成（１月）  
県青少年の家跡地に大磯町生涯学習館開館（４月）
高麗・東町・大磯地区の一部地域で公共下水道
供用開始（５月）  
大磯運動公園テニスコート完成（５月）  
町教育研究所設立（４月） 
東海道シンポジウム大磯宿大会開催（１０月） 
天皇・皇后両陛下エリザベス・サンダースホーム
をご視察（１１月） 
第７代町長に三澤龍夫就任（１２月）  
高麗・平塚市桜ヶ丘間の高麗大橋の開通（３月）
国府本郷に横溝千鶴子記念障害福祉センター完
成（４月）  
国府小・中学校生沢分校が県立おおいそ学園内
に開校（４月）  
町立幼稚園で３歳児保育開始（４月） 
女性町議半数になる（７月）  
大磯運動公園野球場完成（９月）  
大磯運動公園多目的広場完成、全面オープン 
（１０月） 
新大磯町５０周年を迎える（１２月１日） 
人口３２,４８７　世帯数１１,７１３（１１月１日現在） 

－参考資料－ 

（敬称略） 

『町勢要覧「大磯」』 
『広報おおいそ』 

町史編さん近現代 
部会作成 

合併50年 大磯町のあゆみ 
1954～2004
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１９５４（昭和２９） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１９５５（昭和３０） 
 
 
 
 
 
 
 
１９５６（昭和３１） 
 
 
 
１９５７（昭和３２） 
１９５９（昭和３４） 
１９６０（昭和３５） 
 
１９６１（昭和３６） 
 
１９６２（昭和３７） 
 
 
 
１９６３（昭和３８） 
 
 
 
 
 
 
１９６４（昭和３９） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
１９６５（昭和４０） 
 
 
１９６６（昭和４１） 
 
 
 
 
 
 
１９６７（昭和４２） 
 
１９６８（昭和４３） 
 
１９６９（昭和４４） 
 
 
１９７０（昭和４５） 
 
 
 
 
１９７１（昭和４６） 
 
 
 
 
 
 
 
 
１９７２（昭和４７） 
 
１９７３（昭和４８） 
 
 
 
 
１９７４（昭和４９） 
 
 
 
 
１９７５（昭和５０） 
 
 

９月１７日合併協議が成立 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２月１日、旧大磯町と国府町が合併し新大磯町
が発足　初代町長曽根田恭男就任、初代議長湯
井秀雄就任　新町の人口は２２,０８７（１２月） 
大磯町消防団の結団式挙行（６月）  
町立国府保育園完成（６月）  
大磯カーニバル開催（７月） 
昭和天皇・皇后 
両陛下　エリザ 
ベス・サンダー 
スホームをご視 
察（１０月）　　 
 
 
第１回町民体育大会開催（１０月）  
第１６回メルボルンオリンピックに町民二宮秀雄
出場決定（９月）  
初代教育長に渡辺長吉就任、任命制教育委員に
よる第１回会議開催（１０月）  
日本ＮＣＲ大磯工場の完成（１０月） 
町立国府幼稚園の開園（４月）  
新町建設計画の策定（１月）  
月京に児童館新設（４月）  
旧大磯・国府両農協合併、大磯町農協発足（６月）
日本端子大磯工場が完成（１０月） 
大磯小学校完全給食の開始（１２月）  
第２代町長に中島玄良就任（１２月）  
電話の自動化（大磯郵便局より分離、平塚電話局
分局になる） 
西独リュプケ大統 
領夫妻大磯アカデ 
ミーハウス訪問 
（１１月） 
 
 
 
大磯バイパスの完成、虫窪にごみ焼却場完成（３月）
西湘バイパス工事着工（６月）  
大磯町合併１０周年、町章制定（８月）  
大磯ロングビーチに東京オリンピックヨット選
手村開村（９月） 
 

東京オリンピック 
聖火リレー大磯を 
通過（１０月）  
 
 
 
 
国府小学校に給食室完成（１１月） 
名誉町民条例制定、元首相吉田茂、画家安田靫
彦が名誉町民に（５月）  
県下町村第１号救急車の配備（８月） 
西湘バイパス大磯 
地区開通（６月）  
 
 
 
 
 
女性町議の初当選（７月）  
大磯港改修につき県知事方針確定（９月）  
大磯町消防署発足（４月）  
米国デイトン市と国際姉妹都市提携（９月）  
小田原厚木道路開通（３月） 
西湘バイパス中丸二宮間開通（４月） 
町立大磯保育所の開所（６月） 
初代町長曽根田恭男が名誉町民に（４月） 
照ケ崎に町営プール新設（７月）  
ＮＨＫ全国学校音楽コンクールで大磯小学校合
唱団が１位になる（１０月）  
第３代町長に豊田由登就任（１２月）  
大磯港に魚市場完成（４月）  
現在位置に大磯町 
役場新庁舎完成 
（６月）  
 
 
 
 
高麗に相模貨物駅開業（９月）  
高麗山が県天然記念物に指定（３月）  
現在位置に大磯警察署新庁舎完成（４月）  
大磯小学校合唱団TBSこども音楽コンクールで
全国１位になる（３月）  
町立小磯幼稚園の開園、島崎藤村ゆかりの長野
県小諸市・山口村と文学姉妹都市提携（４月）  
東小磯跨（こ）線橋開通（１０月） 
町立月京幼稚園の開園、西小磯老人憩の家完成（４月）
南本町に消防庁舎・武道館完成（７月）  
虫窪老人憩の家完成（１０月） 
虫窪にごみ焼却場新施設完成（１１月） 
町の木にくろまつ、さざんかを制定（４月） 
合併２０周年記念式典、文学者島崎藤村と経済学
者高橋誠一郎が名誉町民に（５月）  
生沢プール完成（７月）  

合併50年 大磯町のあゆみ 
1954～2004



現
在
の
大
磯
町
は
、
１
９
５
４
年

（
昭
和
29
）12
月
1
日
旧
大
磯
町
と
国

府
町
と
が
合
併
し
て
発
足
し
た
新
大

磯
町
で
あ
る
。
こ
の
12
月
で
ち
ょ
う

ど
50
周
年
、
半
世
紀
の
歩
み
に
な
る
。

歴
史
を
た
ど
れ
ば
旧
大
磯
町
は
１

８
８
９
年（
明
治
22
）町
村
制
施
行
時
、

東
海
道
の
宿
場
大
磯
に
高
麗
・
東
小

磯
・
西
小
磯
の
3
旧
村（
大
字
）が
合

併
し
て
発
足
し
た
。
ま
た
国
府
町
は
、

同
時
に
成
立
し
た
国
府
本
郷
・
国
府

新
宿
・
生
沢
・
寺
坂
・
虫
窪
・
黒
岩

・
西
久
保
の
7
旧
村（
大
字
）の
合
併

に
よ
る
国
府
村
か
ら
１
９
５
２
年（
昭

和
27
）4
月
町
制
に
移
行
し
て
い
る
。

国
府
の
名
称
は
平
安
時
代
末
期
に
相

模
国
府
が
当
地
に
置
か
れ
て
い
た
と

い
う
由
来
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

明
治
・
大
正
期
の
郡
制
時
代
に
は
長

く
大
磯
に
郡
役
所
が
あ
り
、
歴
史
的

に
当
地
は
地
域
社
会
の
中
心
に
位
置

し
て
き
た
。

敗
戦
後
の
復
興
が
進
み
占
領
が
終

了
し
た
頃
、
地
方
自
治
体
の
自
立
強

化
を
は
か
る
た
め
１
９
５
３
年（
昭

和
28
）9
月
町
村
合
併
促
進
法
が
制

定
さ
れ
、
こ
の
法
に
よ
っ
て
全
国
的

に
町
村
の
合
併
運
動
が
始
ま
っ
た
。

促
進
法
の
指
針
は
、
教
育
・
道
路
水

道
等
社
会
イ
ン
フ
ラ
・
住
民
サ
ー
ビ

ス
や
増
え
る
委
任
行
政
へ
対
応
で
き

る
行
財
政
能
力
を
も
つ
町
村
へ
、
人

口
8
千
以
上
の
規
模
へ
の
拡
大
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
国
府
町
人

口
は
6
千
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
現
在
、

旧
国
府
地
区
の
人
口
は
1
万
4
千
余
、

２
・
３
倍
ほ
ど
の
増
加
で
あ
り
、
こ

の
50
年
全
町
人
口
の
増
加
率
１
・
５

倍
に
比
較
し
て
み
る
と
、
合
併
後
の

新
町
発
展
の
効
果
を
際
立
た
せ
て
い

る
一
面
で
あ
る
。

当
時
両
町
の
合
併
ば
な
し
、
合
併

の
経
緯
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
だ
の
で

あ
ろ
う
か
、
そ
の
概
略
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。
１
９
５
３
年（
昭
和
28
）町

村
合
併
促
進
法
の
制
定
を
目
前
に
し

た
8
月
、
隣
接
平
塚
市（
昭
和
７
年

市
制
）か
ら
大
磯
町
へ
合
併
の
打
診

が
あ
っ
た
。
一
方
で
従
来
か
ら
大
磯

町
は
単
独
で
自
立
し
て
い
く
と
い
う

考
え
も
あ
り
、
ま
た
大
磯
・
国
府
・

二
宮
の
3
町
合
併
案
も
、
広
域
行
政

や
大
磯
警
察
署
管
内
を
同
じ
く
す
る

こ
と
な
ど
自
然
な
成
行
き
で
支
持
が

あ
っ
た
。
こ
の
時
大
磯
町
は
と
り
あ

え
ず
白
紙
の
立
場
で
「
合
併
問
題
そ

の
も
の
」（
旧
広
報
第
4
号
）を
研
究

す
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

翌
１
９
５
４
年（
昭
和
29
）に
入
る
と

4
月
22
日
大
磯
・
国
府
・
二
宮
に
よ

る
3
町
合
併
研
究
会
が
発
足
し
、
3

町
合
併
案
の
検
討
が
急
速
に
進
ん
だ
。

こ
の
場
合
、
3
町
合
計
人
口
は
3
万

5
千
余
で
促
進
法
の
特
例
に
よ
る
市

制
が
可
能
に
な
る
。

大
磯
町
は
、
同
年
6
月
町
内
各
層

会
員
85
名
の
研
究
会
で
検
討
の
上
、

町
議
会
で
3
町
合
併
方
針
を
固
め
、

3
町
合
併
研
究
会
に
臨
ん
だ
。
し
か

し
二
宮
町
か
ら
改
め
て
中
井
・
下
中

・
前
羽
を
含
め
た
6
町
村
合
併
案
が

提
出
さ
れ
て
3
町
合
併
案
は
振
出
し

に
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

段
階
で
大
磯
町
は
3
町
合
併
を
理
想

と
し
て
い
る
が
、
最
悪
の
場
合
は
、

国
府
と
の
2
町
合
併
の
実
現
に
向
う

べ
く
合
併
交
渉
を
進
め
て
い
る
と
、

初
め
て
ま
ず
は
国
府
町
と
の
2
町
合

併
案
、
こ
の
場
合
町
制
の
ま
ま
、
を

表
明
し
て
い
る（
旧
広
報
第
13
号
）。

な
お
、
同
年
6
月
の
町
内
各
層
研

究
会
は
平
塚
市
と
の
合
併
案
に
つ
い

て
も
検
討
し
、
賛
成
意
見
と
し
て
将

来
は
平
塚
市
に
近
隣
町
村
が
全
部
合

併
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
家
庭
経

済
が
平
塚
に
依
存
し
て
い
る
な
ど
、

反
対
意
見
に
大
磯
の
名
称
、
特
殊
性

を
残
し
た
い
、
平
塚
の
財
政
が
自
主

財
源
5
割
以
下
で
借
入
金
や
競
輪
・

競
馬
の
繰
入
金
等
に
依
存
し
不
安
定

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
上
げ
て
い
る
が

（
同
第
13
号
）、
全
体
に
否
定
的
で
大

勢
は
3
町
合
併
推
進
に
集
約
さ
れ
て

い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
合
併
問
題
は
一

挙
に
二
転
、
三
転
し
た
。
同
54
年
8

月
26
日
付
『
大
磯
町
広
報
』
号
外
は
、

「
二
宮
町
も
合
併
に
同
意
　
順
調
に

進
め
ば
新
市
実
現
!!
」と
町
民
に
急

報
し
た
。
そ
の
号
外
に
よ
る
と
、
一

時
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
3
町
合
併
案

に
8
月
20
日
改
め
て
二
宮
町
が
同
意

し
、
合
併
手
続
に
入
る
3
町
合
併
促

進
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
8
月
27
日

第
1
回
促
進
協
議
会
開
催
、
9
月
に

も
新
市
認
可
申
請
を
県
議
会
に
上
程

す
る
予
定
と
い
う
。

し
か
し
事
態
は
急
展
開
、
同
年
9

月
10
日
付
の
『
大
磯
町
広
報
』
号
外

に
驚
く
。「
合
併
問
題
三
転
！
三
町

合
併
遂
に
成
し
得
ず
!!
」（
同
号
外
）

と
3
町
合
併
の
挫
折
、
3
町
合
併
促

進
協
議
会
の
解
散
が
知
ら
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
9
月
6
日
二
宮
町
よ
り「
庁

舎
が
二
宮
町
に
お
か
れ
な
い
限
り
町

民
の
意
志
と
し
て
二
宮
町
は
単
独
で

行
く
」（『
大
磯
町
国
府
町
広
報
』合
併

特
集
号
昭
和
29
・
10
・
20
）と
い
う

発
言
が
あ
り
、
3
町
合
併
案
は
そ
の

場
で
打
切
り
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

9
月
10
日
大
磯
・
国
府
の
2
町
合
併

促
進
協
議
会
が
た
だ
ち
に
結
成
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
実
は
二
宮
町
と
の
合

併
ば
な
し
は
、
新
大
磯
町
に
な
っ
て

か
ら
も
う
一
度
あ
る
。
４
年
後
の
１

９
５
８
年（
昭
和
33
）4
月
地
方
自
治

法
の
改
正
で
同
年
9
月
ま
で
の
特
例

市
施
行（
人
口
3
万
以
上
）が
認
め
ら

れ
た
時
で
あ
る
。
合
併
市
制
施
行
を

前
提
に
両
町
議
員
懇
談
会
が
協
議
し

た
が（『
大
磯
町
広
報
』号
外
、
昭
和

33
・
7
・
24
）、実
現
は
し
な
か
っ
た
。

急
転
直
下
発
足
し
た
2
町
合
併
促

進
協
議
会
は
新
町
建
設
計
画
・
新
町

名
・
庁
舎
位
置
な
ど
を
定
め
、
合
併

案
は
9
月
17
日
に
両
町
議
会
で
議
決
、

9
月
30
日
県
議
会
で
可
決
さ
れ
た
。

こ
こ
に
旧
大
磯
・
国
府
両
町
の
合
併

に
よ
る
新
大
磯
町
は
１
９
５
４
年（
昭

和
29
）
12
月
1
日（
水
曜
日
）発
足
に

決
定
し
た
。
新
町
建
設
の
基
本
方
針

は
、「
そ
の
地
形
気
候
景
観
等
の
自

然
的
条
件
と
、
歴
史
的
な
文
化
財
に

恵
ま
れ
、
伝
統
あ
る
町
の
形
式
、
性

格
が
自
ら
新
し
く
発
足
す
る
町
の
進

み
方
、
在
り
方
を
規
定
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
即
ち
、
理
想
的
な
住
宅

地
を
中
心
と
し
、
こ
れ
を
囲
む
健
全

な
農
村
地
帯
が
相
ま
っ
て
振
興
さ
れ

る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
町
の
将
来
が
あ

る
…
…
」
と
謳
う
。
50
年
を
経
て
今

に
通
じ
る
共
感
を
覚
え
る
。

（
大
磯
町
史
総
括
編
集
委
員
）

6

▲新大磯町発足を伝える広報号外（昭和29年
11月29日発行）
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私
は
出
か
け
て
大
磯
に
帰
っ
て
く
る
と
き
、

電
車
や
バ
ス
の
窓
か
ら
町
並
み
を
見
る
と
、

張
り
つ
め
て
い
た
心
が
じ
ん
わ
り
と
温
か
く

ほ
ぐ
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
は

そ
ん
な
こ
の
町
が
大
好
き
で
す
。

こ
の
町
に
は
、
た
く
さ
ん
の
動
植
物
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
先
日
ま
で
郷
土

資
料
館
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
、
高
麗
山
。
な

ん
と
こ
の
高
麗
山
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い

植
物
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
海
。
今
年
の
夏
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ

メ
が
産
卵
に
来
て
、
60
匹
も
の
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
大
人
の
足
よ
り
も
も
っ
と

小
さ
く
て
、
簡
単
に
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
ち
ゃ
い

そ
う
な
の
に
約
40
ｍ
の
砂
浜
を
20
分
と
結
構

速
い
ペ
ー
ス
で
一
生
懸
命
、
海
に
向
か
っ
て

一
歩
ず
つ
踏
み
出
し
て
い
く
姿
は
と
て
も
感

動
的
で
し
た
。

大
磯
は
自
然
が
豊
か
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

行
事
も
盛
ん
で
す
。
毎
年
大
勢
の
人
で
に
ぎ

わ
う
国
府
祭
や
歴
史
あ
る
高
麗
祭
と
植
木
市
、

そ
れ
に
宿
場
祭
と
な
ぎ
さ
の
祭
典
。

そ
し
て
大
磯
の
最
大
の
特
徴
は
、
人
々
の

情
が
厚
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
自
然

が
豊
か
な
の
も
、
誰
か
が
守
っ
て
く
れ
た
り
、

木
や
植
物
を
植
え
て
く
れ
て
い
る
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
し
、
行
事
が
盛
ん
で
素
敵
な
施

設
や
す
ば
ら
し
い
場
所
が
あ
る
の
も
、
こ
の

町
を
盛
り
上
げ
て
活
発
に
し
よ
う
と
な
さ
っ

て
い
る
方
、
そ
し
て
な
に
よ
り
こ
の
大
磯
を

住
み
や
す
い
、
す
ば
ら
し
い
町
に
し
た
い
と

日
々
精
進
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
の
お

か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な

ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
い
る
町
民
の
思
い
も
、

こ
の
町
を
成
り
た
た
せ
て
い
る
要
因
の
一
つ

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、
大
磯
っ
て
良

い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し

合
併
50
年
を
む
か
え
て
も
ま
だ
、
地
区
に
よ

っ
て
少
し
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
、
行
事
や
町
の
大
会
等

を
盛
ん
に
し
、
交
流
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
団
結
し
た
町
に
な
っ
て

い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
山
や
海
の
自
然
を
し
っ
か
り
と

保
全
し
続
け
て
、
私
が
大
人
に
な
っ
て
も
、

活
気
が
あ
っ
て
そ
れ
で
い
て
ど
っ
し
り
と
し

た
趣
の
あ
る
、
そ
ん
な
町
に
し
た
い
で
す
。

（
磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト
記
者
、
国
府
中
3
年
）

林
　
明
子 

昭和30年頃の高麗山

往時の風景や50年の足跡を示す写真等を紹介します。
○と　き 11月14日（日）～平成17年１月16日（日）
○ところ 郷土資料館企画展示室
◎問い合わせ 郷土資料館　1（61）4700

合併50周年記念写真展
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※昭和30年は国勢調査（10月1日）、平成16年は人口統計調査（1月1日） 

年齢5歳階級別人口ピラミッド 

 

　
合
併
か
ら
50
年
の
推
移
を
人
口 

統
計
か
ら
比
べ
て
み
ま
し
た
。 

●
人
口
と
世
帯
数 

　
昭
和
30
年（
１
９
５
５
）

か
ら
平
成
16
年（
２
０
０

４
）ま
で
の
人
口
、世
帯
数
、

１
世
帯
当
り
の
人
数
の

推
移
は
、下
表
、グ
ラ
フ
の

と
お
り
で
す
。 

 

●
年
少
人
口
と
老
年

　
人
口 

　
年
齢
が
14
歳
以
下
の

年
少
人
口
、15
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人

口
と
65
歳
以
上
の
老
年

人
口
の
推
移
は
次
表
の

と
お
り
で
す
。 

　
ま
た
、
昭
和
30
年
と

平
成
16
年
の
年
齢
５
歳

階
級
別
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

は
下
図
の
と
お
り
で
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ
　
企
画
室
1
内
線
２
０
７ 

昭和30年（1955） 年 区分 平成16年（2004） 

※昭和30年から平成12年は国勢調査、平成16年は人口統計調査 

◆人口と世帯の推計 （各年10月1日現在） 人口 世帯 

          22,231人 

  1,408人（6.33％） 

13,654人（61.42％） 

  7,169人（32.25％） 

         32,529人 

  6,950人（21.37％） 

21,666人（66.61％） 

  3,882人（11.93％） 

人　口（人） 
世帯数 
1世帯当りの人数 

昭和30年 昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成 2 年 平成 7 年 平成12年 平成16年 
1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2004
22,231 
4,439 
5.01

22,278 
4,686 
4.75

25,024 
5,734 
4.36

26,154 
6,543 
4.00

27,866 
7,405 
3.76

29,931 
8,386 
3.57

31,211 
9,086 
3.44

31,599 
9,627 
3.28

32,285 
10,403 
3.10

32,259 
11,066 
2.92

32,499 
11,699 
2.78

（10/1） （1/1） 

※平成16年には年齢不詳が31人含まれます 

総人口 

老年人口 

生産年齢人口 

年少人口 

年 

区分 

※この広報誌は再生紙を使用しています


